
競
技
内
容
は
自
動
車
整
備
の
4

つ
の
項
目
の
精
度
と
速
さ
を
競
う

も
の
だ
。
4
項
目
は
学
科
、
日
常

点
検
、
故
障
探
求
、
測
定
。
練
習

時
間
は
日
曜
日
を
除
く
週
6
回
で
、

3
～
4
時
間
練
習
し
た
と
い
う
。

鈴
木
君
は
「
本
番
前
は
普
段
通

り
の
力
を
出
せ
る
よ
う
に
緊
張
せ

ず
に
臨
ん
だ
。
ワ
イ
パ
ー
や
タ
イ

ヤ
な
ど
日
常
的
に
使
う
部
品
を
点

検
す
る
日
常
点
検
を
特
に
練
習
し

た
。
制
限
時
間
ギ
リ
ギ
リ
だ
っ
た

が
、
特
に
問
題
な
く
終
え
ら
れ
た
。

今
年
は
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
点

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
の

反
省
を
生
か
せ
て
良
か
っ
た
」
と

語
っ
た
。

玉
井
君
は
「
本
番
は
楽
し
み
な

が
ら
で
き
る
よ
う
に
意
識
し
、
特

に
日
常
点
検
に
力
を
入
れ
て
練
習

し
た
。
昨
年
よ
り
う
ま
く
行
な
え

た
が
、
練
習
通
り
に
は
い
か
な
か
っ

た
。
し
か
し
各
項
目
の
練
習
を
念

入
り
に
行
な
っ
た
の
で
昨
年
よ
り

も
成
長
で
き
た
」
と
話
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
部
は
8
月
19
～
21
日

に
東
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
行
な
わ

れ
た
第
77
回
北
海
道
高
等
学
校
ラ

グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
南
・
北
選

手
権
大
会
旭
川
支
部
予
選
会
に
出

場
し
て
3
位
と
な
り
、
全
道
大
会

の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

髙
島
開
成
部
長
（
建
3
）
は

「
私
は
練
習
中
に
ケ
ガ
を
し
て
試

合
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
大
会
で

は
一
人
ひ
と
り
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

や
タ
ッ
ク
ル
が
甘
く
、
積
極
的
で

は
な
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。
全
道

大
会
に
向
け
て
「
チ
ー
ム
全
体
の

タ
ッ
ク
ル
の
強
化
を
し
て
い
く
。

少
し
で
も
多
く
ト
ラ
イ
で
き
る
よ

う
に
頑
張
る
。
3
年
生
は
負
け
た

ら
最
後
な
の
で
悔
い
を
残
さ
な
い

試
合
に
し
て
い
く
。
ま
ず
は
初
戦

突
破
を
目
標
に
、
全
力
で
楽
し
み

な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

真
鍋
快
都
副
部
長
（
土
3
）
は

「
試
合
中
は
タ
ッ
ク
ル
や
デ
ィ
フ
ェ

ン
ス
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の

で
全
道
大
会
ま
で
に
改
善
し
て
い

く
。
積
極
的
に
声
を
出
し
て
後
輩

た
ち
を
引
っ
張
っ
て
い
く
」
と
話

し
た
。
全
道
大
会
に
向
け
て
「
1

回
戦
の
相
手
は
昨
年
の
全
道
大
会

の
準
決
勝
で
戦
っ
た
北
海
道
遠
軽

高
等
学
校
だ
。
そ
の
と
き
は
負
け

た
の
で
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
せ
る
よ

う
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
意
気
込

み
を
話
し
た
。

全
道
大
会
は
9
月
19
～
21
日
に

芦
別
市
な
ま
こ
山
総
合
運
動
公
園

で
、
決
勝
戦
は
28
日
に
札
幌
市
月

寒
屋
外
競
技
場
で
行
な
わ
れ
る
。

工
業
化
学
科
の
2
年
生
は
9
月

5
日
に
旭
川
市
の
北
海
道
エ
ネ
ル

ギ
ー
株
式
会
社
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
へ
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
行
き
、
3
班
に
分
か
れ
て
実

習
を
し
た
▼
ま
ず
車
の
点
検
方
法

を
教
え
て
も
ら
い
、
エ
ア
ー
イ
ン

パ
ク
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
タ

イ
ヤ
交
換
を
行
な
っ
た
。
次
に
会

社
説
明
が
あ
り
、
仕
事
内
容
と
社

会
人
に
な
っ
た
時
の
福
利
厚
生
を

知
っ
た
。
仕
事
内
容
は
ガ
ソ
リ
ン

の
給
油
、
車
の
定
期
点
検
や
整
備

だ
。
会
社
で
有
給
休
暇
が
使
え
る

と
い
う
事
も
知
っ
た
。
有
給
休
暇

を
使
わ
せ
て
も
ら
え
な
い
会
社
も

あ
る
と
聞
き
、
有
給
休
暇
が
取
れ

る
所
に
就
職
し
た
い
と
思
っ
た
▼

高
校
生
と
社
会
人
の
生
活
に
つ
い

て
違
う
の
は
、
高
校
生
に
は
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
の
時
間
が
多
い
が
、
社

会
人
で
は
趣
味
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

に
使
え
る
時
間
が
大
幅
に
短
く
な

る
と
い
う
点
。
高
校
生
の
う
ち
に

や
り
た
い
こ
と
を
で
き
る
限
り
や

り
た
い
と
思
っ
た
▼
最
後
に
ガ
ソ

リ
ン
の
給
油
作
業
と
洗
車
作
業
を

し
た
。
給
油
作
業
で
は
車
の
ガ
ソ

リ
ン
タ
ン
ク
の
ふ
た
を
開
け
る
と

き
に
間
違
っ
て
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
開

け
て
し
ま
い
、
恥
ず
か
し
か
っ
た
。

洗
車
作
業
で
は
講
師
の
方
か
ら

「
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
遊
ん
で
も
い

い
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
ま
じ

め
に
作
業
を
行
な
っ
た
が
、
他
の

人
は
水
を
掛
け
合
っ
て
、
帰
り
は

ジ
ャ
ー
ジ
が
び
ち
ゃ
び
ち
ゃ
に
濡

れ
て
い
た
。
ま
た
、
車
に
乗
っ
て

実
際
に
洗
車
機
の
動
き
を
見
る
の

は
楽
し
か
っ
た
。
社
会
人
に
な
る

と
趣
味
に
使
う
時
間
が
減
る
の
は

残
念
だ
が
、
優
し
い
先
輩
た
ち
の

指
導
を
受
け
ら
れ
て
と
て
も
良
い

経
験
に
な
っ
た
。

（
化
2
杉
野
）
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週
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3
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習
し
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と
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。
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は
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。
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に
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部
品
を
点

検
す
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日
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点
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を
特
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し

た
。
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限
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間
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、
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。
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～
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で
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手
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予
選
会
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出

場
し
て
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位
と
な
り
、
全
道
大
会

の
出
場
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獲
得
し
た
。

髙
島
開
成
部
長
（
建
3
）
は

「
私
は
練
習
中
に
ケ
ガ
を
し
て
試

合
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
。
大
会
で

は
一
人
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と
り
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デ
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ス

や
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積
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る
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。
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っ
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。
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向
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え
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に
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限
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を
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ボ
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し
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、
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作
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は
講
師
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方
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「
ホ
ー
ス
を
使
っ
て
遊
ん
で
も
い

い
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
ま
じ

め
に
作
業
を
行
な
っ
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が
、
他
の

人
は
水
を
掛
け
合
っ
て
、
帰
り
は

ジ
ャ
ー
ジ
が
び
ち
ゃ
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ち
ゃ
に
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れ
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。
ま
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、
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に
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動
き
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受
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高
文
連
上
川
支
部
写
真
展
・
研

究
大
会
の
審
査
会
が
8
月
22
日
に

旭
川
東
高
校
で
行
な
わ
れ
、
小
堀

遙
洋
君
（
土
3
）
の
「
い
た
ず
ら

の
瞬
間
」
が
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

他
に
小
堀
君
と
和
田
大
輝
君
（
建

2
）
、
平
塚
斗
真
君
（
建
2
）
、

石
井
琉
結
さ
ん
（
機
2
）
の
作
品

が
入
選
し
、
計
5
作
品
が
10
月
23

～
25
日
に
釧
路
市
で
行
な
わ
れ
る

全
道
写
真
展
に
出
品
さ
れ
る
。

小
堀
君
は
「
顧
問
の
西
野
朋
和

先
生
か
ら
、
写
真
の
中
に
人
物
を

入
れ
た
方
が
良
い
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
さ
れ
、
構
想
を
練
っ
た
の
が

『
い
た
ず
ら
の
瞬
間
』
。
作
品
を

撮
る
と
き
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
い
、

半
透
明
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
に
反

射
さ
せ
て
全
体
を
明
る
く
し
た
。

銀
賞
の
受
賞
を
知
っ
た
と
き
は
現

実
味
が
な
か
っ
た
。
北
海
道
新
聞

に
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
実
感
が
わ

い
た
」
と
話
し
た
。
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
「
就
職
試
験
と
全
道
大

会
の
日
程
が
重
な
っ
た
の
で
全
道

大
会
に
は
参
加
で
き
な
い
が
、
こ

れ
か
ら
も
趣
味
と
し
て
写
真
は
撮
っ

て
い
く
。
就
職
し
て
か
ら
も
コ
ン

テ
ス
ト
や
大
会
な
ど
に
写
真
を
出

品
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

高
文
連
上
川
支
部
写
真
展
・
研

究
大
会
の
審
査
会
が
8
月
22
日
に

旭
川
東
高
校
で
行
な
わ
れ
、
小
堀

遙
洋
君
（
土
3
）
の
「
い
た
ず
ら

の
瞬
間
」
が
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

他
に
小
堀
君
と
和
田
大
輝
君
（
建

2
）
、
平
塚
斗
真
君
（
建
2
）
、

石
井
琉
結
さ
ん
（
機
2
）
の
作
品

が
入
選
し
、
計
5
作
品
が
10
月
23

～
25
日
に
釧
路
市
で
行
な
わ
れ
る

全
道
写
真
展
に
出
品
さ
れ
る
。

小
堀
君
は
「
顧
問
の
西
野
朋
和

先
生
か
ら
、
写
真
の
中
に
人
物
を

入
れ
た
方
が
良
い
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
さ
れ
、
構
想
を
練
っ
た
の
が

『
い
た
ず
ら
の
瞬
間
』
。
作
品
を

撮
る
と
き
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
い
、

半
透
明
の
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
に
反

射
さ
せ
て
全
体
を
明
る
く
し
た
。

銀
賞
の
受
賞
を
知
っ
た
と
き
は
現

実
味
が
な
か
っ
た
。
北
海
道
新
聞

に
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
実
感
が
わ

い
た
」
と
話
し
た
。
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
「
就
職
試
験
と
全
道
大

会
の
日
程
が
重
な
っ
た
の
で
全
道

大
会
に
は
参
加
で
き
な
い
が
、
こ

れ
か
ら
も
趣
味
と
し
て
写
真
は
撮
っ

て
い
く
。
就
職
し
て
か
ら
も
コ
ン

テ
ス
ト
や
大
会
な
ど
に
写
真
を
出

品
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

第
24
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
自
動
車
整
備
部
門
が
8
月
6
日
に
登
別
の
日
本
工
学

院
北
海
道
専
門
学
校
で
行
な
わ
れ
、
電
子
機
械
科
3
年
生
の

鈴
木
太
陽
君
と
玉
井
康
太
君
の
2
人
が
出
場
し
、
鈴
木
太
陽

君
は
5
位
で
優
良
賞
を
受
賞
し
た
。

第
24
回
高
校
生
も
の
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
自
動
車
整
備
部
門
が
8
月
6
日
に
登
別
の
日
本
工
学

院
北
海
道
専
門
学
校
で
行
な
わ
れ
、
電
子
機
械
科
3
年
生
の

鈴
木
太
陽
君
と
玉
井
康
太
君
の
2
人
が
出
場
し
、
鈴
木
太
陽

君
は
5
位
で
優
良
賞
を
受
賞
し
た
。

工
高
タ
イ
ム
ス

工
高
タ
イ
ム
ス
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東4条１丁目１－１

発行人（局長）

佐々木 晃成
（電 気 科 3 年）

ものづくり

コンテスト

ものづくり

コンテスト

鈴
木
君
が
5
位
入
賞

鈴
木
君
が
5
位
入
賞

「
昨
年
の
反
省
を
生
か
せ
た
」

「
昨
年
の
反
省
を
生
か
せ
た
」

電
子
機
械
科

電
子
機
械
科

自
動
車
整
備
部
門

自
動
車
整
備
部
門

5
位
の
鈴
木
君
（
左
）
と
玉
井
君

5
位
の
鈴
木
君
（
左
）
と
玉
井
君

美
術
部
の
谷
藍
衣
さ
ん
（
化
1
）
の

油
絵
「
ト
キ
子
」
が
8
月
28
～
30
日
に

旭
川
市
民
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ
た
高

文
連
上
川
支
部
美
術
展
・
研
究
大
会
で

入
選
し
、
全
道
大
会
に
出
品
さ
れ
る
。

谷
さ
ん
は
「
温
か
い
日
常
を
切
り
取
っ

た
作
品
に
し
た
く
て
、
祖
母
が
農
作
業

を
し
て
い
る
様
子
を
描
い
た
。
7
月
24

日
に
制
作
を
開
始
し
て
約
一
か
月
で
完

成
し
た
。
服
の
模
様
が
細
か
い
チ
ェ
ッ

ク
柄
で
大
変
だ
っ
た
が
、
入
選
で
き
て

安
心
し
た
。
全
道
大
会
は
レ
ベ
ル
が
高

い
の
で
他
の
作
品
を
見
て
色
使
い
や
ア

イ
デ
ア
を
吸
収
し
た
い
。
会
場
で
他
校

の
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

学
び
た
い
」
と
語
っ
た
。

全
道
大
会
は
旭
工
が
当
番
校
で
10
月

9
～
10
日
に
旭
川
大
雪
ア
リ
ー
ナ
で
行

な
わ
れ
る
。

美
術
部
の
谷
藍
衣
さ
ん
（
化
1
）
の

油
絵
「
ト
キ
子
」
が
8
月
28
～
30
日
に

旭
川
市
民
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ
た
高

文
連
上
川
支
部
美
術
展
・
研
究
大
会
で

入
選
し
、
全
道
大
会
に
出
品
さ
れ
る
。

谷
さ
ん
は
「
温
か
い
日
常
を
切
り
取
っ

た
作
品
に
し
た
く
て
、
祖
母
が
農
作
業

を
し
て
い
る
様
子
を
描
い
た
。
7
月
24

日
に
制
作
を
開
始
し
て
約
一
か
月
で
完

成
し
た
。
服
の
模
様
が
細
か
い
チ
ェ
ッ

ク
柄
で
大
変
だ
っ
た
が
、
入
選
で
き
て

安
心
し
た
。
全
道
大
会
は
レ
ベ
ル
が
高

い
の
で
他
の
作
品
を
見
て
色
使
い
や
ア

イ
デ
ア
を
吸
収
し
た
い
。
会
場
で
他
校

の
先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い

学
び
た
い
」
と
語
っ
た
。

全
道
大
会
は
旭
工
が
当
番
校
で
10
月

9
～
10
日
に
旭
川
大
雪
ア
リ
ー
ナ
で
行

な
わ
れ
る
。

入選した谷さん(化1)入選した谷さん(化1)

谷
さ
ん
の
祖
母
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
ト
キ
子
」

谷
さ
ん
の
祖
母
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
ト
キ
子
」

支
部
美
術
展

支
部
美
術
展

谷さんの油絵が入選谷さんの油絵が入選

温かい日常を切り取る温かい日常を切り取る

ラグビー部ラグビー部

支
部
3
位
で
全
道
へ

支
部
3
位
で
全
道
へ

少
し
で
も
多
く
ト
ラ
イ
を

少
し
で
も
多
く
ト
ラ
イ
を

意
気
込
む
髙
島
君
（
左
）
と
真
鍋
君

意
気
込
む
髙
島
君
（
左
）
と
真
鍋
君

小
堀
君
の
作
品
が
銀
賞

小
堀
君
の
作
品
が
銀
賞

人
物
を
入
れ
構
想
を
練
る

人
物
を
入
れ
構
想
を
練
る

支部写真展支部写真展銀
賞
作
品
「
い
た
ず
ら
の
瞬
間
」

銀
賞
作
品
「
い
た
ず
ら
の
瞬
間
」

カメラを構える小堀君カメラを構える小堀君



高
文
連
上
川
支
部
新
聞
研
究
大

会
が
8
月
19
日
に
旭
川
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
専
門
学
校
で
行
な
わ
れ
た
。

6
校
か
ら
生
徒
27
人
と
顧
問
8
人

が
参
加
し
た
。

午
前
は
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館

へ
取
材
に
行
っ
た
。
本
館
と
分
館
、

見
本
林
の
3
か
所
を
見
学
し
、
そ

れ
ぞ
れ
案
内
人
の
方
か
ら
三
浦
綾

子
と
小
説
「
氷
点
」
の
舞
台
と
な
っ

た
見
本
林
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
た
。
そ
の
後
、
事
務
局
長
の
難

波
真
実
さ
ん
（
51
歳
）
が
新
聞
局

員
の
質
問
に
答
え
た
。

午
後
か
ら
は
2
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
た
。
分
科
会
①
で
は
新

聞
局
顧
問
の
岸
美
千
代
先
生
か
ら

記
事
の
書
き
方
の
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
後
3
班
に
分
か
れ
午
前
中
に

取
材
し
た
内
容
の
記
事
を
作
成
し
、

完
成
し
た
記
事
を
発
表
し
て
お
互

い
に
講
評
し
あ
っ
た
。

分
科
会
②
で
は
10
月
2
～
4
日

に
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ
る
全
道

新
聞
研
究
大
会
に
向
け
て
の
リ
ハ
ー

サ
ル
と
し
て
、
Ⅰ
Ａ
分
科
会
の
提

言
者
の
佐
々
木
晃
成
君
（
電
3
）

と
Ⅳ
分
科
会
の
報
告
者
の
瓜
屋
拓

真
君
（
旭
川
永
嶺
高
校
）
が
発
表

し
た
。
そ
の
発
表
を
聞
き
、
質
問

や
討
論
を
し
た
。

局
長
の
佐
々
木
晃
成
君
は
「
三

浦
綾
子
さ
ん
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
。
午
後
の
分
科
会
で
は
全
道
大

会
に
向
け
て
の
練
習
が
で
き
た
の

で
、
本
番
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
」

と
話
し
た
。

三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
で
は
綾

子
の
生
涯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

綾
子
は
戦
前
に
小
学
校
教
員
と

し
て
軍
国
教
育
に
励
ん
で
い
た
が
、

１
９
４
５
年
に
日
本
が
敗
戦
し
社

会
の
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

今
ま
で
自
分
が
教
え
て
き
た
こ
と

は
間
違
い
だ
っ
た
と
分
か
り
、
教

員
を
辞
め
た
。
そ
の
年
に
肺
結
核

に
か
か
り
、
入
退
院
を
繰
り
返
し

た
。
療
養
生
活
中
に
幼
馴
染
の
前

川
正
と
再
会
し
交
際
が
始
ま
っ
た
。

彼
の
存
在
は
心
の
支
え
と
な
っ
た

が
、
数
年
後
に
前
川
は
肺
結
核
で

亡
く
な
っ
た
。
綾
子
は
深
く
傷
つ

い
た
が
三
浦
光
世
に
出
会
い
前
向

き
に
な
り
、
綾
子
の
病
気
が
治
っ

て
か
ら
結
婚
し
た
。
綾
子
は
朝
日

新
聞
社
の
懸
賞
公
募
で
小
説
「
氷

点
」
が
1
位
入
選
し
た
。

事
務
局
長
の
難
波
真
実
さ
ん

（
51
歳
）
は
「
記
念
文
学
館
は
１

９
９
８
年
6
月
に
開
館
。
来
客
数

は
年
間
1
万
5
千
人
前
後
で
1
日

に
約
2
百
人
来
る
こ
と
も
あ
る
。

『
塩
狩
峠
』
を
読
ん
で
綾
子
を
好

き
に
な
っ
た
。
お
勧
め
は
階
段
の

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
2
階
の
展
望

室
」
と
語
っ
た
。

記
念
文
学
館
の
分
館
に
は
カ
フ
ェ

「
氷
点
ラ
ウ
ン
ジ
」
と
三
浦
夫
妻

が
口
述
筆
記
を
し
た
書
斎
が
あ
り
、

夫
の
光
世
が
綾
子
の
口
述
を
記
し

た
「
続
・
氷
点
」
の
原
稿
、
綾
子

が
書
い
た
「
氷
点
」
の
応
募
原
稿

の
複
製
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

三
浦
文
学
案
内
人
の
工
藤
和
恵

さ
ん
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
た
。

書
斎
は
実
際
に
使
用
し
た
私
物

を
含
め
て
す
べ
て
三
浦
夫
妻
の
自

宅
か
ら
持
っ
て
き
た
。
壁
が
崩
れ

や
す
く
な
っ
て
い
た
の
で
補
強
を

し
て
あ
る
。
綾
子
は
有
名
な
小
説

家
だ
が
、
意
外
に
も
質
素
な
生
活

を
送
っ
て
い
た
。
綾
子
が
小
説
を

書
く
と
き
は
部
屋
の
中
で
う
ろ
う

ろ
歩
き
な
が
ら
し
ゃ
べ
り
、
光
世

が
口
述
筆
記
を
し
て
書
い
た
。

自
宅
は
大
工
の
棟
梁
鈴
木
新
吉

が
建
て
、
書
斎
の
机
は
新
築
の
お

祝
い
に
も
ら
っ
た
も
の
だ
。
三
浦

家
に
は
宝
が
あ
り
、
そ
の
大
切
な

も
の
の
中
に
は
綾
子
の
婚
約
者
だ
っ

た
前
川
正
が
結
核
手
術
の
後
に
8

本
折
っ
た
肋
骨
の
う
ち
の
1
本
を

家
宝
に
し
た
。
前
川
が
亡
く
な
っ

た
後
に
綾
子
と
光
世
は
出
会
い
、

2
人
は
前
川
が
見
て
喜
ぶ
よ
う
な

結
婚
生
活
を
し
よ
う
と
決
め
、
前

川
の
写
真
も
家
宝
に
し
て
い
た
。

「
氷
点
」
の
朝
日
新
聞
の
1
位

入
選
で
１
０
０
０
万
円
（
現
在
の

お
金
で
1
億
円
）
を
手
に
入
れ
た

が
、
税
金
に
４
５
０
万
円
を
支
払

い
、
残
り
は
綾
子
の
父
親
が
綾
子

の
入
院
の
た
め
に
し
た
借
金
の
返

済
と
自
分
が
お
世
話
に
な
っ
た
教

会
な
ど
に
寄
付
し
、
自
分
た
ち
の

た
め
に
使
う
こ
と
は
な
く
、
テ
レ

ビ
す
ら
も
買
わ
な
か
っ
た
。

高
文
連
上
川
支
部
新
聞
研
究
大

会
に
参
加
し
た
他
校
の
局
員
に
感

想
を
聞
い
た
。

留
萌
高
校
の
水
戸
優
輔
君
（
2

年
）
は
「
三
浦
綾
子
さ
ん
に
つ
い

て
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
事
前
に

Ｗ
ｅ
ｂ
で
調
べ
『
氷
点
』
と
い
う

作
品
を
書
い
た
作
家
だ
と
知
っ
た
。

取
材
で
は
三
浦
さ
ん
に
関
す
る
資

料
や
実
際
に
使
用
し
て
い
た
書
斎

な
ど
を
見
な
が
ら
説
明
を
受
け
た

の
で
、
三
浦
さ
ん
の
当
時
の
葛
藤

や
人
生
観
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。
度
重
な
る
病
気
に
も
負

け
ず
に
数
々
の
小
説
を
執
筆
し
た

忍
耐
力
や
精
神
力
が
す
ご
い
と
思
っ

た
」
と
述
べ
た
。
ま
た
「
他
校
紙

は
流
し
記
事
一
つ
と
っ
て
見
て
も

文
の
構
成
や
割
付
な
ど
が
工
夫
さ

れ
て
い
て
勉
強
に
な
っ
た
。
取
材

に
対
す
る
心
構
え
や
礼
儀
、
取
材

内
容
を
決
め
る
際
に
気
を
付
け
る

こ
と
も
学
べ
て
良
か
っ
た
。
2
年

生
で
入
部
し
た
の
で
他
校
と
の
交

流
が
新
鮮
で
新
た
に
気
づ
い
た
こ

と
が
多
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

旭
川
永
嶺
高
校
の
瓜
屋
拓
真
君

（
2
年
）
は
「
高
校
の
読
書
課
題

で
三
浦
綾
子
さ
ん
の
『
塩
狩
峠
』

を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
記
念

文
学
館
に
は
実
際
に
三
浦
さ
ん
が

暮
ら
し
て
い
た
部
屋
や
、
病
に
侵

さ
れ
な
が
ら
も
多
く
の
作
品
を
書

き
上
げ
た
様
子
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
信
念
を
持
っ
て
書
く
作
家
だ

と
思
っ
た
。
事
務
局
長
の
難
波
真

実
さ
ん
に
三
浦
さ
ん
が
教
師
と
し

て
自
分
に
絶
望
し
た
が
救
い
出
さ

れ
た
経
験
か
ら
命
の
大
切
さ
に
と

て
も
重
き
を
置
く
人
だ
と
い
う
話

を
聞
け
て
良
か
っ
た
。
戦
前
か
ら

戦
中
の
教
員
生
活
か
ら
『
氷
点
』

の
作
家
と
し
て
本
気
で
小
説
家
の

道
を
進
ん
で
い
く
意
志
の
強
い
人

だ
と
感
じ
た
。
体
が
不
自
由
な
の

に
も
負
け
ず
に
作
品
を
書
い
た
三

浦
さ
ん
を
尊
敬
し
た
」
と
話
し
た
。

ま
た
「
支
部
大
会
に
参
加
し
た

の
が
2
回
目
だ
っ
た
の
で
ス
ム
ー

ズ
に
動
け
た
が
、
全
道
大
会
の
発

表
内
容
が
曖
昧
だ
っ
た
こ
と
、
記

念
文
学
館
で
の
取
材
の
準
備
が
直

前
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
課
題
が

多
か
っ
た
。
他
校
紙
の
レ
イ
ア
ウ

ト
や
地
域
取
材
な
ど
自
校
に
は
な

い
要
素
を
持
ち
帰
り
、
今
後
の
新

聞
制
作
に
生
か
し
た
い
。
全
道
大

会
に
向
け
て
レ
ジ
ュ
メ
の
不
透
明

な
点
や
説
明
不
足
な
点
を
聞
く
こ

と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
良
い
発
表

が
で
き
る
よ
う
に
備
え
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

旭
川
東
高
校
の
本
田
澄
玲
さ
ん

（
1
年
）
は
「
放
送
局
に
も
加
入

し
て
い
る
。
5
月
の
支
部
大
会
の

朗
読
部
門
で
三
浦
綾
子
さ
ん
の

『
泥
流
地
帯
』
が
課
題
図
書
に
選

ば
れ
て
い
て
、
そ
の
時
に
初
め
て

三
浦
さ
ん
の
こ
と
を
知
っ
た
。
本

館
の
2
階
に
フ
ァ
ン
の
方
々
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
書
か
れ
た
ノ
ー
ト
が
置

か
れ
て
い
て
、
韓
国
語
や
英
語
で

書
か
れ
た
も
の
も
あ
り
、
印
象
的

だ
っ
た
。
日
本
を
越
え
て
他
国
に

も
フ
ァ
ン
が
い
る
こ
と
に
旭
川
人

と
し
て
誇
れ
る
と
思
っ
た
。
三
浦

さ
ん
は
様
々
な
苦
労
を
し
な
が
ら

も
素
敵
な
方
々
に
囲
ま
れ
て
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
な
人
生
を
歩
ん
で
い

る
と
感
じ
た
。
取
材
の
あ
と
に
作

品
を
読
む
と
よ
り
深
く
の
め
り
こ

め
そ
う
で
良
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

ま
た
「
各
高
校
の
新
聞
は
そ
れ

ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、
比
べ
て
み

る
と
す
ご
く
お
も
し
ろ
か
っ
た
。

改
め
て
新
聞
を
作
る
こ
と
の
難
し

さ
を
実
感
し
た
。
全
道
大
会
で
も

学
べ
る
こ
と
は
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
あ
る
と
思
う
の
で
、
未
熟
な
り

に
ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
成
長
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

第４９６号（２） 工 高 タ イ ム ス ２０２４（令和６）年９月１３日

取
材
へ
の
心
構
え
を
知
る

吸
収
し
て
成
長
し
て
い
く

夫
妻
が
口
述
筆
記
し
た
書
斎

綾
子
直
筆
の
原
稿
を
展
示

発
表
す
る
永
嶺
高
校
の
瓜
屋
拓
真
君

三
浦
夫
妻
の
書
斎
を
そ
の
ま
ま
移
築

分 館

他
校
紙
の
文
構
成
や

レ
イ
ア
ウ
ト
を
勉
強

全
道
大
会
に
向
け
て

さ
ら
に
良
い
発
表
を

新
聞
を
作
る
こ
と
の

難
し
さ
を
実
感
し
た

参加者の声

1922年4月25日

旭川市4条16丁目で堀田家

の次女として誕生

1939年

旭川市立高等女学校卒業

歌志内町と旭川市で7年間

小学校教員を勤める

1946年

軍事主義教育に疑問を抱き

退職、肺結核を発病

1959年5月24日

三浦光世と結婚

1963年

朝日新聞社1000万円懸賞

小説公募に『氷点』を応募

1964年7月10日

『氷点』1位入選

1964年12月9日

朝日新聞朝刊に『氷点』連

載開始

1966年

『氷点』ドラマ・映画化

「信徒の友」に『塩狩峠』

連載開始

1968年

『塩狩峠』の執筆途中から

口述筆記を始める

1994年

「本の窓」に『銃口』連載

開始

1999年10月12日

多臓器不全で逝去。77歳

三浦綾子 略歴
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
局
員

綾
子
の
生
涯
を
紹
介

「
氷
点
」
が
懸
賞
公
募
で
入
選

三 浦 綾 子
記念文学館

質
問
に
答
え
る
難
波
真
実
さ
ん

支部新聞
研究大会

記
事
の
書
き
方
を
学
ぶ

全
道
大
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
実
施


